大学院教育改革支援プログラム「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」
2008年度　イタリア・ワークショップ参加者募集要項
2007年度11月から始まった大学院教育改革支援プログラム「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」では、本学後期課程在籍者の研究を推進し、海外の研究者・大学院生との研究交流を図るため、国際ワークショップを開催します。参加者には、開催地イタリアまでの往復航空券、イタリアでの宿泊費を支給します。
1． ワークショップの日程（予定の日程であり、変更される可能性があります）
· 11月15日（土）成田よりボローニャへ向けて出発（ミラノあるいはローマ乗換え）、
22:30頃ボローニャ着、宿泊先に移動
· 11月16日（日）準備日

· 11月17日（月）ボローニャ大学　美術・音楽・舞台芸術学部でのセッション　①（午後）

· 11月18日（火）ボローニャ大学　美術・音楽・舞台芸術学部でのセッション　②（終日）

· 11月19日（水）準備日
· 11月20日（木）午前、ボローニャからローマへ移動
· 11月21日（金）ローマ大学　文哲学部でのセッション　①（10時～19時）
· 11月22日（土）ローマ大学　文哲学部でのセッション　②（9時～12時）
· 11月23日（日）ローマ
· 11月24日（月・祝）ローマ空港より午後の便で日本へ

· 11月25日（火）午前10時ごろ日本着

2． 応募資格：本学博士後期課程在籍の学生（正規の留学生、休学中の学生を含む。海外へ留学中の学生は対象外。）

　　　　　
3． 募集人数と発表テーマ：両会場とも、教員・研究者発表と大学院生発表があります
· A　ローマ大でのセッション…日本文学、イタリア文学・文化、比較文学、日本史　5人程度
· B　ボローニャ大でのセッション…芸術系、日本研究、文学系のテーマ　5人程度
4． 発表の長さ：一人につき、20分程度

5． 発表言語：英語、イタリア語、フランス語のいずれか　

· いずれかの言語（任意）でレジュメを作成してください

6． 応募締切：2008年8月25日（月）13時
7． 提出書類：ワークショップ参加申込書（別紙）
8． 義務：参加者には、以下の義務があります。

（1） 「本プログラム年次報告書」への研究報告書の執筆（ワークショップで発表した原稿の清書版）
（2） 本プログラムが支援する授業および研究会などでの研究発表

（3） 帰国後に実施するアンケートへの回答

9． 選考方法：書類選考を行い、結果は9月8日（月）頃までにお知らせします。

10． 提出先：参加申込書に記入し、メールでsupportpg@tufs.ac.jpまで送ってください。
＊申込書を受取り次第、確認の返信をします

11． 問い合わせ：「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」プログラム仮事務室　
　　　　　　　　722号室　　042-330-5243　supportpg@tufs.ac.jp
（別紙1）
ワークショップ参加申込書

	（フリガナ）

応募者名
	
	入学年度
	年度

	
	
	学年
	

	住所

メールアドレス

電話番号
	〒
自宅　　　　　　　　　携帯
	１ 休学中でない

２ 休学中

（ 　 年 　 月～）

	学籍番号
	
	

	パスポート記載のローマ字名*
	姓　　　　　　　　　名


	性別*　１男　２女


 *航空便予約のために必要
	研究題目
	

	主任指導教員
	

	発表を希望する会場
	　ローマ　　･　ボローニャ

	発表タイトル（仮題）
	

	発表言語
	

	レジュメ作成言語
	

	発表内容の要約

（400字程度）
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